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養 (pujana)，帰依 (saral)agamana)，罪の蟻悔 (papadesana)，福徳
















BCA 2. 6ab adaya buddhya munipurpgavebhyo 























BCA 1. 15 tad bodhicittarp. dvividharp. vijnatavyarp. samasatal:].j 









い (bodhipraI}idhicittasyasaq1sare 'pi phalaq1 mahat / na tv 




















BCA 9. 168 kadopalambhad符tibhyodeSayi軍yamisunyatam / 
saq1Vrtyanupalaq1bhena pUI}yasaq1bharam 













後半部にも， rそのようにわたしは努力する (tatha yatnarp karomy 
aham)J (6. 6gb)， rわたしは精神集中(三味〉をなす(samadhanarp 








BCA 10. 1 bodhicaryavatararp me yad vicintayata:Q. subham / 









BCA 1. 4 k~aI).asatp.pad iyatp. sudurlat】ha
pratilabdha puru守arthasadhani/ 
yadi natra vicihtyate hitatp. 







BCA 1. 7ab kalpan analpan pravicintayadbhir 


































































のであろう。チベット大蔵経の中に， u入菩薩行所出誓願 (Bodhisattva. 










って指摘されている。特に第5章の敦埋本との関係については， C. Is. 
hida 1988参照。






から， Poussin (1907， pp. 143-144)が，後世の付加ではないかという疑










いる。 vandanapujanadesanataya modanadhye号al)ayacanataya/ yac 





ただし，このテキストの IndiaOffice Library ms.では供養と回向を除
き三帰依を加えた6つが， Cambridge ms. では供養と勧請と回向を除き
三帰依を加えた5つが CambridgeFragment では発菩提心を除いた
6つが，それぞれ「七種無上供養」としてあげられている。 Cambridge
ms.は iBodhicaryavataraなどの著作に記されているj (bodhicarya. 
vataradigrarp.the likhitam)として， BCA の備の~i誌を引用している
(礼拝:BCA 2.24ab， i銭悔:2. 64ab，随喜:3.1ab，発菩提心:3. 25a) 
(K. Kasawara， ed.， The Dharma司S即時graha，1972， p. 3， n. 5; 
Poussin 1904-14， p. 56， n. 1， 4;白崎顕成 1990a，p. 52.ただし白崎
1990aは三帰依に BCA2.26を対応させているが，これは BCAからの





ある(清水乞 1978，pp. 65-69)。 また，行為の具体的な内容を記さない
が， Nagarjuna (7世紀〉の Bodhy孟pattidesanavrttiに「七浄 (bdun
dag pa)j， ]itariの Natha同obhyasadhanaに「七の浄 (bdunpo 
rnam par dag pa)j， Kr刊 aの Triskandhasadhanaに「礼拝を始めと
する 7をなすべきである」という表現がある(白崎 1990a，pp. 44-49)。
7) それぞれの行為は次の箇所に述べられている。供養:BCA 2.1-23; 50， 
ネLt平:2.24-25; 51-53 ， 1.帯イ衣:2. 26; 48-49; 54， 1鎖"悔:2.27-47; 55-66， 
随喜:3.1-3，勧請:3.4，懇請:3.5，回向:3.6-21. 
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8) 注6)参照。そのほか，藤田光寛 (1988，p. 876) によれば，チベット人
Bsod nams seIl ge (15世紀〉の儀礼書がこれらの行為に関して BCAに
言及しているという。また Jit忌riの Bodhicittotpadasamadanavidhiで
は BCAのこの箇所の備を唱えることによってこれらの行為をなすとし
ている(白l崎 1990b，pp. 82-84)。また BCA2. 64-66 ci'銭悔の部分〉とほ
ぼ同じ備が， ネパー ノレで'10世紀以降に成立した仏教プラーナ文献 Svaya.
mbhu-pural).aに現れ (Poussin1904-14， pp. 72-73)，さらに，ネパー
ノレで、現在も行われている供養法 Guruma早q.ala-pujaの中で祈祷文の一部
として用いられてし、る。 Guruma早q.ala-pujaについては，氏家昭夫
1973; 1. Shima 1991参照。
9) 心的供養については， Buhnemann 1988， pp. 88-93参照。また同書は
p. 7， n. 8で BCAのこの筒所を心的供養として言及している。
10) BCAの二種の菩提心およびそれ以降の二種菩提心説の展開については，
頼富本宏 1973参照。
11) 以下は M.Kajihara in pressの要約である。
12) チベット訳は cd句を「すべての人々は菩提行に入りに来るようにJとす
る。敦煙写本も同じ。
13) Poussin 1892， p. 103; 1907， p. 143;金倉円照 1965，p. 211; Matics 
1970， p. 284; Kelsang Gyatso 1989， p. 359; Sharma 1990， Vol. 2， p. 
471f; n. 2. 
14) 冒頭の三傷が流布本への増広の段階で、付加されたことについては， Kaji-
hara in press参照。
15) 約200傷増えている。敦爆本の各章の偶数については，斎藤 1986，pp. 88 
-89参照。
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